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会社名 アセンテック株式会社
Ascentech K.K.（英語表記）

設立 2009年2月2日

資本金 7,120万円

所在地 東京都豊島区南池袋2丁目35番4号

従業員 60名（平成29年1月1日現在）

役員 代表取締役社長 佐藤 直浩
取締役副社長 松浦 崇
取締役（非常勤） 萬歳 浩一郎
監査役 鶴田 二郎
監査役（非常勤） 大嶺 議正
監査役（非常勤） 松田 英典

事業内容 仮想デスクトップに関連する製品開発、販売及び
コンサルティングサービスの提供

H
is

to
ry

2009 2012 2013 2014  2015 2016

2012年10月 SafeNet社と代理店契約を締結

2012年10月 アセンテック株式会社に社名変更

2012年3月 VDIイノベーションセンターを設立

2009年2月 資本金 5,000万円にて設立

株式会社ネットワールドと資本、業務提携 2013年3月

Nimble Storage Inc.と代理店契約を締結 2013年9月

Atrust Computer Corp.と代理店契約を締結 2014年1月

デル(株)とプレミアムパートナー契約を締結 2014年10月
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資本金を 7,120万円に増資 2016年3月

GMOインターネット(株)と
リセールパートナー契約を締結 2015年8月

資本金を 6,500万円に増資 2013年4月



簡単、迅速、安全に！
お客様のビジネスワークスタ イル変革に貢献する。

経営理念

Easy, fast, safe! We contribute transformation of business work-style to our customer.
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■ チームワーク 営業、SE、マーケティング、管理が一丸となり、「TeamAscentech」

としてお客様をご支援いたします。

■ 即応性 シンプルかつコンプライアンスを遵守した意思決定プロセスのもと、

迅速に、お客様のご要望に対応いたします。

■ スキル 常に最新の技術を察知・習得し、お客様に最新情報をお届けいたします。

さらに個々のスキル向上を目指し、高品質なサービスを提供いたします。

■ フェアネス 他社、他製品の誹謗中傷はいたしません。技術的見地にたって、公正かつ

中立的な立場で、お客様に最適解をお届けいたします。

■ コスト意識 社員全員がコスト意識をもち、徹底して無駄を排除いたします。

原価低減を図り、お客様により使い易い料金体系で製品・サービスを
提供いたします。

アセンテック社員 5つのコミットメント
Our five commitments



Our Brand Concept
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当社の社名は「ascent（=向上、推進、上昇）」と「technology（=技術）」を組み合わせた造語
です。これまで培った技術と経験を基に、国内のエンタープライズ市場にイノベーションをもたらし、

技術を進化させていくという理念を表しています。全社員が高い専門能力を有したスペシャリスト集

団として、お客様や販売パートナーをご支援してまいります。

■社名について

■ブランドロゴ
ascentechロゴの長方形は縦横比1:1.618の黄金比となっていま
す。また長方形内のロゴも細部までフィボナッチ係数および黄金
比を考慮した配置となっています。

■ブランドカラー
また、カラーについては、コーポレートカラーとして、ツタンカーメ
ンブルーを意識した青のグラデーション、そして、アクセントのイエ
ローは金色を念頭に置いたイエローを配置、企業の末長い発展を象徴
しています。

Tutankhamun Blue Yellow



Business Model

事業内容 www.ascentech.co.jp
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ITに関わる3つの
大きな社会的課題の発生

A  s  c  e  n  t  e  c h
www.ascentech.co.jp ※1「諸外国の金融分野のサイバーセキュリティ対策に関する調査研究報告書」の公表について 平成27年7月6日金融庁」

※2「会員企業の防災対策に関するアンケート」調査結果平成28年5月25日東京商工会議所地域振興部」
※3地方創生と企業におけるICT利活用に関する調査研究」総務省（平成27年）
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社会的課題を解決に導く
仮想デスクトップソリューション概要
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仮想デスクトップソリューションのメリット



- オリジナル製品の「リモートPCアレイ」「Resalio Lynx」
や、シトリックス製品、シンクライアント等を提供

- 情報セキュリティ、働き方改革などの社会的課題を背景に
2020年6611億円、成長率年8％*1を見込む

仮想デスクトップ
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４つの事業領域
Four Business Domains 

1

2

4
10

仮想インフラ
及びストレージ

クラウドサービス

- 仮想デスクトップのクラウドサービスとしてオリジナル
ブランド「Resalio DaaS」等を提供

- ITインフラ所有から、サービス利用への転換により、2013
年から4年間で倍増*3となる市場成長が予想される

- フラッシュストレージ、マイクロソフト社クラウド連携
ストレージを中心に展開

- 仮想デスクトップなどでの高速ストレージ要求等を背景
に、年率27％の市場成長*2が予想される

3 プロフェッショナル
サービス

- コンサルティングから、設計・構築、保守・運用まで、
仮想デスクトップに関する一貫した技術サービスを提供

- 上流から携わることによる高い収益性のみならず、信頼の
構築によって継続した製品販売にも直結し、好循環を創出

*1:IDC Japan「国内クライアント仮想化市場予測、2016〜2020年J,2016年5月（#JP40608716）
*2:IDCジャパン 国内エンタープライズストレージシステム（外付型と内蔵型の合計）市場 メディアタイプ別売上額予測、2013年〜2019年
*3:ITR「ITRView:クラウド・コンピューティング市場2015」※ベンダーの売上金額を対象とし、3月期ベースで換算。



クラウドサービス
DaaS

ブレードPC方式

VDI コンサル
&

システムインテグレーション

ユーザ数・規模

500
以上

手法 ソリューション IT基盤

GMOインターネット社
クラウド基盤
ConoHa

アセンテック＆Atrust
共同開発基盤
Remote PC Array

Dell サーバー
Nimble ストレージ
Nexenta ストレージ
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事業領域１
仮想デスクトップビジネス

RPA100
New

New
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50-500

10-50



国内クラウドサービス事業者マイクロソフト クラウドサービス

ローカルストレージ
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事業領域２
仮想インフラ及びストレージ
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クラウドストレージ

クラウド統合型ストレージ SSD搭載、高速ストレージ

クラウドストレージ 大容量、低価格ストレージ

高速

大容量

一般のアプリケーション向け 仮想デスクトップ/解析・トレーディング向け
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事業領域３
プロフェッショナルサービス

当社は、仮想デスクトップの検討段階におけるコンサルティングから構築段階

における設計・構築、利用段階における保守、運用までの一貫した技術支援

サービスをワンストップで提供しています。
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コンサルティング
サービス

設計・構築
サービス

保守
サービス

1 2 3 4
運用

サービス

仮想デスクトップを導入する企業においては、システムを構築、利用するうえ

で、技術支援サービスが不可欠なものとなっています。
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事業領域４
クラウドサービスビジネス

仮想デスクトップクラウドサービス
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GMOインターネット
クラウド基盤ConoHaを活用

マーケティング
協業を推進

アセンテック独自開発の
管理ツール、システム設計

サポートを
オールインワンで提供

「Resalio DaaS」は、お客様がIT資産を保有せず、月額利用料金で利用いただける
仮想デスクトップのクラウドサービスで、50ユーザ以下の事業者にも適しております。
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事業系統図
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Growth strategy for the next three years.

今後の成長戦略 www.ascentech.co.jp
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Remote PC Array（RPA）
-省スペース、低消費電力PCモジュール技術
-管理用ソフトウェアの開発
-半導体ストレージSSD技術により、
サーバ筐体に20台のPCを集約
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成長戦略１－１
オリジナル製品の展開 「リモートPCアレイ」

低価格仮想デスクトップシステムの実現に向けて
リモートPCアレイをAtrust 社と共同開発、世界市場に投入

仮想デスクトップシステムの価格（約50％*）と期間（約30%*）を劇的に低減。
17＊：当社社内アセスメントに基づく。価格はOSを除く

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi99LrsscvJAhVGX5QKHXMqBEcQjRwIBw&url=https://twitter.com/atrustjapan&bvm=bv.109332125,d.dGo&psig=AFQjCNEKzmeEBIT6zOr5M36QisTSNiymVg&ust=1449634061408841
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi99LrsscvJAhVGX5QKHXMqBEcQjRwIBw&url=https://twitter.com/atrustjapan&bvm=bv.109332125,d.dGo&psig=AFQjCNEKzmeEBIT6zOr5M36QisTSNiymVg&ust=1449634061408841
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成長戦略１－２
オリジナル製品の展開 「Resalio Lynx」

Resalio Lynx
「Resalio Lynx」は、既存PCにUSBを差すだけでセキュアに仮想
環境へ接続できるUSBシンクライアントソリューションです。
昨今ではBCP（事業継続計画）やBYOD（私有デバイスの業務利
用）、在宅勤務やワークスタイルへの変革といった側面でも大き
な注目を集め 、ますます導入が進んでいます。

高度なセキュリティ
「Resalio Lynx」は特許取得のテクノロジーを採用。書込み不可
の特殊なUSBデバイスです。USBデバイスには、ユーザがアクセ
ス不可能な「秘匿領域」を持っており、設定情報などをこの秘匿
領域に保持されるため、改ざん、流出の心配はありません。

導入事例

- 金融機関： 不正送金防止サービス用端末
- 各種法人： マイナンバー漏洩防止サービス用端末
- メガバンク： 在宅勤務用シンクライアント端末
- 大手百貨店： リース切れPCをシンクライアント化で再利用等
累計25,000本以上の販売実績
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最大手クラウド（IaaS）

世界No.1仮想デスクトップ

世界トップレベル
セキュリティー

急成長Flashストレージ

Azure Circle Partner

Distributor契約

Authorized Distributor契約

Distributor契約
急成長、世界No.1

ソフトウェア
ディファインド･ストレージ

急成長クラウドクライアント

Distributor契約

トータルインフラストラクチャ

最上位プレミアムパートナー契約

A  s  c  e  n  t  e  c h
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成長戦略２
海外テクノロジーベンダーとのアライアンスの強化

19Distributor契約

世界No.1クラウドクライアント

Distributor契約
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成長戦略３
プロフェッショナルサービスの拡大
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* PoC: Proof of Concept

アセスメント 設計 構築・テスト 保守・運用PoC*

サービスイン

プロジェクトフロー

コンサルタント プリセールスSE デリバリーSE サポートSE 運用SE

現行のSE体制

今後の成長に向けたSE体制の増強

上流工程を増強 アフターフォローを増強

プロジェクトキックオフ プロジェクト最終決定
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成長戦略
成長に向けたロードマップ
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2018年/1月期 2019年/1月期 2020年/1月期

１.オリジナル製品の展開

２.海外テクノロジーベンダーとのアライアンス

３.プロフェッショナルサービスの拡大

ベースビジネス：仮想デスクトップ、仮想インフラ及びストレージ、クラウドサービス



第6期 第7期 第8期 第9期 第10期

け A  s  c  e  n  t  e  c h
www.ascentech.co.jp

22

2014/1期 2015/1期 2016/1期 2017/1期 2018/1期（計画値）
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（億円）
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売上高 経常利益
（百万円）

当期純利益

売上高

経常利益

34.9

23.5

23.5

34.9

16.8

26.0

50.6

26.0

50.6

29.2

21.8

1.7

21.8

1.7

-2.1

（億円）

（百万円）

（百万円）

業績推移
2017年/1月期決算実績と2018年/1月期業績予想

38.0

232.0

160.0

38.0

232

32.7

217.7

140.1

32.7
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【主な指標 2017/1期】

純資産 671,734千円
自己資本比率 52.7%
有利子負債 0円
ROE              20.9%
ROA             11.0%
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将来見通し等に関する注意事項

本資料に記載されている計画や見通し、戦略などは本書面の作成時点において
取得可能な情報に基づく将来の業績に関する見通しであり、これらにはリスク
や不確実性が内在しております。

かかるリスク及び不確実性により、実際の業績等はこれらの見通しや予想とは
異なる結果となる可能性があります。

当社が事業環境の説明を行う上で、参考となると考える情報を掲載しておりま
す。掲載データについては、調査方法や調査時期により結果が異なる可能性が
あります。

本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであ
り、かかる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、
またこれを保証するものではありません。
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